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哲史のTETSU学

国会対策委員長
ってどんな仕事？

中小企業の中小企業の

賃上げこそ賃上げこそ
最重要課題だ！最重要課題だ！

中小企業の中小企業の

賃上げこそ賃上げこそ
最重要課題だ！最重要課題だ！

中
小
企
業
の

賃
上
げ
を
強
力
に

　

後
押
し
す
る

　

    

施
策
を
！

第211回
通常国会での
いそざき議員の
活動をまとめました!

動画は
こちらから！

物
価
上
昇
に
負
け
な
い

「
構
造
的
な
賃
上
げ
」に

繋
げ
て
い
き
た
い

 

経
営
者
が

攻
め
の
姿
勢

で
い
ら
れ
る

 

環
境
づ
く
り

  

を
目
指
す

     

べ
き
！



１
月
〜
３
月

４
月
〜
６
月

議
員
活
動
報
告

4月12日

憲
法
審
査
会

参
議
院
緊
急
集
会
に
つ
い
て

意
見
陳
述
。4
月
26
日
、5
月

31
日（
参
考
人
質
疑
）に
も
発

言
。

5月8日

バ
イ
カ
ー
ズ
議
員

連
盟 

総
会

高
速
道
路
利
用
料
金
割
引
、

電
動
バ
イ
ク
の
国
際
基
準
、

国
際
免
許
基
準
、電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

義
務
等
に
つ
い
て
関
係
省
庁

よ
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

4月14日

本
会
議（
代
表
質
問

：
G
X
推
進
法
案
）

５
月
10
日（
代
表
質
問
：
Ｇ

Ｘ
脱
炭
素
電
源
法
案
）、5
月

31
日（
討
論
：
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素

電
源
法
案
）で
も
国
民
民
主

党
会
派
を
代
表
し
て
登
壇
。

4月26日

自
動
車
産
業
の

未
来
を
考
え
る
会

議
員
連
盟 

総
会

同
議
員
連
盟
会
長
と
し
て
開

催
。3
月
30
日
に
も
勉
強
会

を
開
催
。

4月28日

憲
法
改
正
勉
強
会

実
務
者
協
議
を
進
め
る
3
党

派
の
メ
ン
バ
ー
で
実
施
。６
月

19
日
に
も
開
催
。

1月25日

参
議
院
国
対
委
員
長
と
し
て

初
め
て
の
記
者
会
見
に
臨
む
。

以
降
、国
会
日
程
が
入
っ
て
い

な
い
毎
週
水
曜
日
昼
を
定
例

と
し
て
記
者
会
見
を
開
催
。

国
民
民
主
党 

参
議
院
国
対
委
員
長 

定
例
記
者
会
見

1月26日

2
0
2
3
年
初
開
催
。以
降
、

通
常
国
会
閉
会
ま
で
に
9

回
、閉
会
後
本
号
発
刊
ま
で

に
2
回
と
計
11
回
開
催
。衆

議
院
補
欠
選
挙
で
の
街
頭
演

説
の
ラ
イ
ブ
中
継
な
ど
、初

め
て
の
試
み
も
。

国
民
民
主
党 

Ｇ
ｏ
!
Ｇ
ｏ
!

こ
く
み
ん
ラ
イ
ブ

1月31日

子
供
に
関
す
る
す
べ
て
の
公

的
給
付
の
所
得
制
限
を
撤
廃

す
る
た
め
の「
所
得
制
限
撤

廃
法
案
」、「
障
害
児
福
祉
に

係
る
所
得
制
限
撤
廃
法
案
」、

子
供
、コ
ロ
ナ
関
連
の
公
的
給

付
に
所
得
税
を
課
さ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の「
公
的
給

付
金
非
課
税
法
案
」の
３
法

案
を
参
議
院
に
提
出
。

所
得
制
限
撤
廃

法
案
等
3
法
案 

提
出・記
者
会
見

前
年
10
月
の
緊
急
申
し
入
れ

に
続
い
て
実
施
。

国
民
民
主
党 

岸
田

内
閣
総
理
大
臣
へ
の

申
し
入
れ

3月23日
～4月23日

第
20
回 

統
一
地
方
選
挙

田
原
総
一
郎
氏
が
会
長
を
務

め
る
同
N
P
O
が
、前
年
の

第
2
0
8
回
通
常
国
会
に
お

け
る
委
員
会
質
疑
の
回
数

や
、議
員
立
法
の
提
出
件
数

な
ど
か
ら「
三
ツ
星
議
員
」を

選
定
。い
そ
ざ
き
議
員
も
選

定
さ
れ
、表
彰
を
受
け
る
。

「
政
策
N
P
O
万
年

野
党
」三
ツ
星
議
員

表
彰
式

第
2
1
1
回

通
常
国
会
開
会

同
日
の
党
参
議
院
議
員
総
会

で
、党
の
参
議
院
国
会
対
策

（
国
対
）委
員
長
に
就
任
。国

会
運
営
の
司
令
塔
を
任
さ
れ

る
こ
と
に
。

1月23日1月25日1月26日1月31日2月7日

4月12日4月14日4月26日4月28日5月8日5月12日

2月7日

　

N
H
K
の
Ｔ
Ｖ
中
継

が
入
る
中
、参
議
院
予

算
委
員
会
で
質
問
に
立

ち
、「
賃
上
げ
」と「
少
子

化
対
策
」に
つ
い
て
総
理

に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、春
闘
の
集
中
回
答

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

政
労
使
会
議
を
、回
答

日
前
に
実
施
し
て
欲
し

か
っ
た
と
訴
え
、中
小
企

業
の
賃
上
げ
を
強
力
に

後
押
し
す
る
施
策
と
し

て
、電
気
代
の
さ
ら
な
る

値
下
げ
、対
象
外
と
な
っ

て
い
る
特
別
高
圧
契
約

（
事
業
者
用
）を
結
ん
で

い
る
電
力
と
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
の
各
料
金
を
値
下

げ
す
る
追
加
策
の
実
施

を
要
請
し
ま
し
た
。総

理
か
ら
は
、そ
れ
ら
を
含

む
具
体
的
な
追
加
施
策

の
検
討
を
指
示
し
た
と

の
答
弁
が
あ
り
、実
際
に

そ
の
後
発
表
さ
れ
た
追

加
経
済
対
策
に
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。賃
上
げ

や
投
資
に
対
し
て
経
営

者
が
攻
め
の
姿
勢
で
い

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
政
治
は
目
指
す

べ
き
、総
理
に
は
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
検
討
し
て
欲
し
い
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

Go! Go!
こくみんライブ
配信中!!

2月7日

６
月
21
日
に
第
２
１
１

回
通
常
国
会
が
閉
会

し
ま
し
た
。今
国
会
で

は「
賃
上
げ
の
実
現
」や

「
少
子
化
対
策
」「
G
X
推

進
法
案
」、「
G
X
脱
炭
素
電
源
法

案
」等
、多
く
の
質
問
に
立
ち
ま
し

た
。ま
た
、国
民
民
主
党
の
参
議
院

国
対
委
員
長
に
任
命
さ
れ
、他
党

の
国
対
委
員
長
と
の
交
渉
や
記
者

会
見
、党
内
の
調
整
に
追
わ
れ
な

が
ら
も
、党
の
広
報
局
長
と
し
て

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル『
Ｇｏ
！

Ｇｏ
！
こ
く
み
ん
ラ
イ
ブ
』を
配
信

す
る
な
ど
、大
変
忙
し
い
日
々
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。今
号
で
は
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 岸田総理に申し入れ 2月7日2月7日

3月13日
（参議院

予算員会
）3月13日

（参議院
予算員会

）
賃上げと少子

化(子育て支援）

対策

給料が 経
済
の
実
現

中小
企業
も中小

企業
も

上が
る

　

玉
木
代
表
、大
塚
政
調
会
長
と

共
に
、岸
田
総
理
と
面
会
し「
賃

上
げ
の
実
現
と
子
育
て
支
援
等

に
関
す
る
緊
急
申
し
入
れ
」を
行

い
ま
し
た
。春
闘
の
労
使
交
渉
を

目
前
に
控
え
る
中
、と
り
わ
け
中

小
企
業
の
賃
上
げ
の
実
現
に
向

け
て
、政
労
使
会
議
の
実
施
や
、

賃
上
げ
原
資
確
保
の
た
め
の
税

財
政
諸
施
策
の
実
施
、適
正
取
引

の
た
め
の
下
請
け
G
メ
ン
に
よ
る

監
視
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。ま

た
、所
得
制
限
撤
廃
に
よ
る
子
育

て
支
援
の
具
体
化
等
を
総
理
に

提
言
し
ま
し
た
。

2023年
1月23日

岸田総理へ
「申し入れ」の
詳しい内容は
コチラ



高
速
道
路
利
用
料
金
割
引
、

電
動
バ
イ
ク
の
国
際
基
準
、

国
際
免
許
基
準
、電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

義
務
等
に
つ
い
て
関
係
省
庁

よ
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

5月18日

経
済
産
業
委
員
会 

視
察

G
X
脱
炭
素
電
源
法
案
の
審

議
に
際
し
、東
海
第
二
原
子

力
発
電
所
を
視
察
。

6月5日

国
民
民
主
党

パ
ー
テ
ィ
ー

い
そ
ざ
き
議
員
は
広
報
局
長

と
し
て
、Ｇ
ｏ
！
Ｇ
ｏ
！
こ
く

み
ん
ラ
イ
ブ
で
中
継
。

5月29日

自
動
車
産
業
の

未
来
を
考
え
る
会

議
員
連
盟 

視
察

兵
庫
県
姫
路
市
の
プ
ラ
イ
ム

プ
ラ
ネ
ッ
ト
エ
ナ
ジ
ー
＆
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
の
E
V
電

池
工
場
を
視
察
。

6月2日

議
員
定
数
6
減

法
案
提
出・

ぶ
ら
さ
が
り
会
見

日
本
維
新
の
会
と
の
共
同
提

出
。参
議
院
の
議
員
定
数
を

現
行
の
２
４
８
人
か
ら
２
４

２
人
へ
削
減
す
る
と
と
も
に
、

比
例
代
表
の
特
定
枠
を
廃
止

す
る
内
容
で
、4
度
目
の
同

法
案
提
出
。

5月24日

自
賠
責
保
険
料
早

期
繰
り
戻
し
法
案 

提
出・記
者
会
見

5月12日

自
動
車
盗
難
対
策

法
案・組
織
犯
罪

厳
罰
化
法
案 

提
出・記
者
会
見

日
本
維
新
の
会
と
の
共
同

提
出
。

5月15日

N
A
S
V
A（
自
動
車

事
故
対
策
機
構
）千
葉

療
護
セ
ン
タ
ー
視
察

自
賠
責
保
険
の
積
立
金
を

使
っ
た
支
え
合
い
事
業
の
一
つ

と
し
て
、交
通
事
故
に
よ
り

重
度
の
後
遺
障
害
を
負
っ
た

方
々
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
施

設
を
視
察
。

2月23日

国
民
民
主
党
の
参
議
院
会
派

を
代
表
し
て
参
列
。

前
年
に
続
き
、再
提
出
。

天
皇
誕
生
日

祝
賀
の
儀

2月9日

事
務
局
長
と
し
て
計
6
回
開

催
。各
種
テ
ー
マ
に
つ
い
て
協

議
を
行
う
と
と
も
に
、6
月

12
日
に
は「
物
価
高
騰
対
策

＆
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
緊

急
家
計
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

を
策
定
し
、発
表
。

国
民
民
主
党 

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

2月13日
～14日

予
算
委
員
会
の
委
員
派
遣
で

石
川
県
を
訪
問
。２
日
間
か
け

て
、航
空
自
衛
隊
小
松
基
地
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
白
山
総
合
車
両

所
、い
し
か
わ
農
業
総
合
支
援

機
構
、石
川
県
庁
、Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ

金
沢
、サ
ン
ケ
イ
ブ
リ
ー

ド
ー
、金
沢
港
ク
ル
ー
ズ
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
視
察
。

予
算
委
員
会 

視
察

2月11日

国
民
民
主
党 

定
期
党
大
会

2月15日

国
民
民
主
党
東
京

都
連
と
連
合
東
京

と
の
懇
談
会

2月17日

総
合
経
済
安
全

保
障
法
案
、教
育

国
債
法
案 

提
出・

記
者
会
見

田
原
総
一
郎
氏
が
会
長
を
務

め
る
同
N
P
O
が
、前
年
の

第
2
0
8
回
通
常
国
会
に
お

け
る
委
員
会
質
疑
の
回
数

や
、議
員
立
法
の
提
出
件
数

な
ど
か
ら「
三
ツ
星
議
員
」を

選
定
。い
そ
ざ
き
議
員
も
選

定
さ
れ
、表
彰
を
受
け
る
。

パーティーの
様子はこちらの
QRコードから!

※QRコードから
　視聴できます！

2月9日

5月12日5月15日5月18日5月24日5月29日6月2日

2月11日2月11日2月13日2月14日2月15日2月17日

　
「
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
：※
1
）
推

進
法
案
」
の
審
議
で
は
、

国
家
を
あ
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
「
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
」
に
向
け
、
こ
れ

は
単
な
る
環
境
政
策
で

は
な
く
国
際
競
争
に
お

け
る
産
業
政
策
で
あ
る

こ
と
を
強
調
。
一
方
、
そ

れ
に
伴
い
産
業
構
造
が

大
き
く
転
換
す
る
た
め
、

雇
用
を
懸
念
す
る
声
も

多
く
聞
か
れ
て
き
た
こ

と
も
訴
え
ま
し
た
。

　

い
そ
ざ
き
議
員
は
、
新

た
に
生
ま
れ
る
産
業
へ
の

「
失
業
な
き
労
働
移
動
」

を
適
切
に
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
企
業
に
よ
る

リ
ス
キ
リ
ン
グ
事
業
が
一

つ
の
重
要
な
鍵
に
な
る
こ

と
を
訴
え
、
政
府
に
よ
る

大
胆
か
つ
き
め
細
や
か

な
支
援
策
を
要
請
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
法
案
の

基
本
理
念
に
「
公
正
な
移

行
（
※
2
）」
の
文
言
を
加

筆
す
る
修
正
案
を
と
り
ま

と
め
、
与
野
党
で
の
提
案

に
こ
ぎ
つ
け
、
法
案
の
修

正
議
決
に
貢
献
し
ま
し

た
。
参
議
院
で
野
党
か
ら

の
提
案
で
法
案
が
修
正
さ

れ
た
の
は
8
年
ぶ
り
の
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法

案
」
の
審
議
で
は
、
原
子

力
発
電
所
の
活
用
・
規
制
・

廃
炉
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
連
す
る
５
本
の

重
要
法
案
を
束
ね
て
提

出
し
た
と
い
う
問
題
点

を
指
摘
。
政
府
が
国
民

へ
し
っ
か
り
説
明
す
る

機
会
を
も
つ
た
め
に
も
、

再
エ
ネ
部
分
と
原
子
力

発
電
所
の
部
分
を
分
け

て
提
出
し
、
徹
底
審
議

す
る
こ
と
の
重
要
性
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　

最
大
の
争
点
と
な
っ

た
原
子
力
発
電
所
に
つ

い
て
は
、
運
転
期
間
の
目

安
と
し
た
40
年
・
60
年
の

技
術
的
・
科
学
的
根
拠
を

政
府
と
し
て
示
す
べ
き

こ
と
を
主
張
。一
方
で
、

40
年
↓
30
年
に
短
縮
し

た
適
合
性
審
査
の
規
制

強
化
に
つ
い
て
は
評
価

し
、
政
府
に
は
そ
う
し
た

点
も
国
民
へ
丁
寧
に
説

明
す
る
よ
う
促
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
適
切
な
維

持
管
理
や
最
終
的
な
廃

炉
に
向
け
て
、
人
材
育
成

に
力
を
い
れ
る
べ
き
こ

と
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
「
少
子
化
対
策
」
で

は
、政
府
と
し
て
約
30

年
前
か
ら
ず
っ
と
取
り

組
ん
で
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、む
し
ろ
少
子

化
が
加
速
し

て
い
る
現
状

を
指
摘
。総

理
か
ら
は

「
今
ま
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
一

定
の
成
果
は
あ
っ
た
が
、

経
済
社
会
の
変
化
に
と

も
な
い
国
民
の
ニ
ー
ズ

が
変
わ
っ
て
き
た
」と
の

答
弁
が
あ
り

ま
し
た
が
、政

府
調
査
で
は

子
供
を
持
た

な
い
理
由
と

し
て「
経
済
的

な
負
担
」が
最
も

多
く
、こ
れ
は
30

年
前
の
調
査
か
ら

一
貫
し
て
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。政
府

の
事
実
認
識
、危

機
意
識
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。そ
の
上

で
、改
め
て
少
子
化
対

策（
子
育
て
支
援
）に
お

い
て
、予
算
倍
増
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

人づくりこ
そ

国づくりの
ために

GX推進法案・
GX脱炭素電源法案

4月14日
～5月31日
4月14日
～5月31日

「経済的な負担」
が理由の第1位
で、約30年間変
わっていません



6月19日

緊
急
事
態
条
項
に

関
す
る
憲
法
改
正

条
文
案 

共
同
記
者

会
見

3
党
派
の
実
務
者
で
協
議
を

進
め
て
き
た
、緊
急
事
態
条

項
の
憲
法
改
正
条
文
案
に
つ

い
て
発
表
。3
月
30
日
に
第

１
弾
を
発
表
し
、こ
の
日
は

第
1
弾
も
含
め
た
第
2
弾
の

案
を
発
表
。

6月20日

国
民
民
主
党 

西
村

経
済
産
業
大
臣
へ

の
申
し
入
れ

国
民
民
主
党
と
し
て
緊
急
家

計
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
と
り

ま
と
め
、西
村
経
済
産
業
大

臣
に
申
し
入
れ
。

6月21日

第
2
1
1
回

通
常
国
会
閉
会

国
民
民
主
党
の
参
議
院
会
派

を
代
表
し
て
参
列
。

3月13日

3
月
9
日
の
公
聴
会
で
も
質

疑
に
立
つ
。

予
算
委
員
会

（
集
中
審
議
）

2月27日

立
憲
民
主
党
、日
本
維
新
の

会
、国
民
民
主
党
、共
産
党
の

各
会
派
の
国
対
委
員
長
間

で
、国
会
開
会
中
に
不
定
期

に
開
催
。

参
議
院 

野
党

国
対
委
員
長
会
談

3月29日

事
務
局
長
と
し
て
計
5
回
開

催
。併
せ
て
、憲
法
に
関
す
る

3
党
派
実
務
者
協
議
で
の
協

議
状
況
、合
意
し
た
案
を
実

務
者
協
議
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
報
告
、協
議
。

国
民
民
主
党 

憲
法
調
査
会

3月8日

日
本
維
新
の
会
、国
民
民
主

党
、有
志
の
会（
衆
議
院
会

派
）の
3
党
派（
２
党
１
会

派
）で
、憲
法
改
正
に
向
け
た

緊
急
事
態
条
項
の
条
文
案
策

定
を
目
的
に
協
議
を
開
始

し
、計
７
回
開
催
。い
そ
ざ
き

議
員
は
国
民
民
主
党
を
代
表

し
て
参
加
。

憲
法
に
関
す
る

実
務
者
協
議

国
民
民
主
党 

東
京

都
連 

定
期
大
会

3
月
17
日（
予
算
案
委
嘱
審

査
）、4
月
18
日
、20
日
、25
日

（
Ｇ
Ｘ
推
進
法
案
）、4
月
27

日（
一
般
質
疑
）、5
月
16
日
、

18
日
、25
日
、30
日（
Ｇ
Ｘ
脱

炭
素
電
源
法
案
）、6
月
6
日

（
不
正
競
争
防
止
法
改
正

案
）、6
月
13
日（
中
小
企
業

信
用
保
険
法
改
正
案
・
商
工

中
金
法
改
正
案
）で
も
質
疑

に
立
つ
。経
済
産
業
委
員
会

で
の
質
問
回
数
だ
け
で
計
12

回
と
な
っ
た
。

経
済
産
業
委
員
会

（
大
臣
所
信
質
疑
）

6月5日6月9日6月19日6月20日6月21日

2月27日3月8日3月9日3月9日3月9日3月13日3月29日

6月9日

地
方
創
生・デ
ジ
タ
ル

特
別
委
員
会（
法
案

質
疑
：
デ
ジ
タ
ル

社
会
形
成
基
本
法

等
改
正
案
）

　

前
年
末
に
ま
と
め
た

国
民
民
主
党
の
緊
急
事

態
条
項
条
文
案
を
基
に
、

今
年
3
月
か
ら
は
、毎
週

の
よ
う
に
日
本
維
新
の

会
、有
志
の
会
、国
民
民

主
党
の
3
者
で
の
実
務

者
協
議（
※
２
）に
党
を
代

表
し
て
参
加
し
、3
月

30
日
に
緊
急
事
態
に
お

け
る
議
員
任
期
延
長
に

関
す
る
部
分
に
つ
い
て

3
者
合
意
を
実
現
。4

月
12
日
の
参
議
院
憲
法

審
査
会（
※
３
）で
、3
者

合
意
を
実
現
し
た
こ
と
、

い
か
な
る
緊
急
事
態
に

お
い
て
も
国
会
機
能
を

維
持
し
、権
力
を
統
制
、

分
立
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
な
ど
の
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。　　
　
　

　

そ
の
後
、残
さ
れ
た
課

題
に
つ
い
て
も
実
務
者

協
議
で
議
論
を
重
ね
、党

の
憲
法
調
査
会
で
の
議

論
も
ふ
ま
え
な
が
ら
取

り
ま
と
め
た
案
を
、6
月

19
日
の
3
者
共
同
記
者

会
見
で
緊
急
事
態
に
お

け
る（
議
員
任
期
延
長

以
外
の
）国
会
機
能
維

持
等
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

国
民
民
主
党
は
、全
体

で
１
３
１
だ
っ
た
議

席
が
、１
８
３
と
な
り

４
割
増
、い
そ
ざ
き

議
員
が
党
の
都
連
会

長
を
務
め
る
東
京
で
も

改
選
を
迎
え
た
現
職
14

名
が
30
名
と
な
り
倍
増

を
達
成
し
ま
し
た
。い

そ
ざ
き
議
員
も
各
地
に

応
援
に
行
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。皆
さ
ん

の
熱
い
応
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！　

　

　

　

　

　

は
ま
ぐ
ち
誠
政
調
会

長
代
理
ら
と
、議
員
立
法

「
自
動
車
盗
難
対
策
推

進
法
案
」と「
組
織
犯
罪

厳
罰
化
法
案
」を
日
本

維
新
の
会
と
共
同
で
、参

議
院
に
提
出
し
ま
し
た
。

3者実務者協議（上）参議院憲法審査会
（下）党の憲法調査会

共同記者会見

※1 国民民主党 憲法調査会
憲法に関して独自に調査、議
論を進める党の機関。
※2 憲法に関する実務者協議 
第211回国会において、国民
民主党、日本維新の会、有志
の会の２党1会派（衆議院）で
立ち上げた、具体的な改正原
案を話し合う任意の会議体。
※3 参議院憲法審査会
国会の機関。第167回国会の
召集日（2007年8月7日）に
衆参に設置され、憲法改正案
そのものや、改正案の発議、
国民投票に関する法律案等を
審査する。45名からなる委員
は、自由に質疑したり、意見を
述べたりすることができる。

用語解説

国民民主党憲法調査会事務局長としての活動※1

　
「
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
：※
1
）
推

進
法
案
」
の
審
議
で
は
、

国
家
を
あ
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
「
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
」
に
向
け
、
こ
れ

は
単
な
る
環
境
政
策
で

は
な
く
国
際
競
争
に
お

け
る
産
業
政
策
で
あ
る

こ
と
を
強
調
。
一
方
、
そ

れ
に
伴
い
産
業
構
造
が

大
き
く
転
換
す
る
た
め
、

雇
用
を
懸
念
す
る
声
も

多
く
聞
か
れ
て
き
た
こ

と
も
訴
え
ま
し
た
。

　

い
そ
ざ
き
議
員
は
、
新

た
に
生
ま
れ
る
産
業
へ
の

「
失
業
な
き
労
働
移
動
」

を
適
切
に
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
企
業
に
よ
る

リ
ス
キ
リ
ン
グ
事
業
が
一

つ
の
重
要
な
鍵
に
な
る
こ

と
を
訴
え
、
政
府
に
よ
る

大
胆
か
つ
き
め
細
や
か

な
支
援
策
を
要
請
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
法
案
の

基
本
理
念
に
「
公
正
な
移

行
（
※
2
）」
の
文
言
を
加

筆
す
る
修
正
案
を
と
り
ま

と
め
、
与
野
党
で
の
提
案

に
こ
ぎ
つ
け
、
法
案
の
修

正
議
決
に
貢
献
し
ま
し

た
。
参
議
院
で
野
党
か
ら

の
提
案
で
法
案
が
修
正
さ

れ
た
の
は
8
年
ぶ
り
の
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法

案
」
の
審
議
で
は
、
原
子

力
発
電
所
の
活
用
・
規
制
・

廃
炉
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
連
す
る
５
本
の

重
要
法
案
を
束
ね
て
提

出
し
た
と
い
う
問
題
点

を
指
摘
。
政
府
が
国
民

へ
し
っ
か
り
説
明
す
る

機
会
を
も
つ
た
め
に
も
、

再
エ
ネ
部
分
と
原
子
力

発
電
所
の
部
分
を
分
け

て
提
出
し
、
徹
底
審
議

す
る
こ
と
の
重
要
性
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　

最
大
の
争
点
と
な
っ

た
原
子
力
発
電
所
に
つ

い
て
は
、
運
転
期
間
の
目

安
と
し
た
40
年
・
60
年
の

技
術
的
・
科
学
的
根
拠
を

政
府
と
し
て
示
す
べ
き

こ
と
を
主
張
。一
方
で
、

40
年
↓
30
年
に
短
縮
し

た
適
合
性
審
査
の
規
制

強
化
に
つ
い
て
は
評
価

し
、
政
府
に
は
そ
う
し
た

点
も
国
民
へ
丁
寧
に
説

明
す
る
よ
う
促
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
適
切
な
維

持
管
理
や
最
終
的
な
廃

炉
に
向
け
て
、
人
材
育
成

に
力
を
い
れ
る
べ
き
こ

と
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

※1 GX（グリーン・トランス
　　フォーメーション）とは
2050年カーボンニュートラ
ルや、2030年の国としての
温室効果ガス排出削減目標の
達成に向けた取り組みを経済
の成長の機会と捉え、排出削
減と産業競争力の向上の実現
に向けた、経済社会システム
全体の変革。

※2 公正な移行とは
2009年にコペンハーゲン
（デンマーク）で開かれたＣＯ
Ｐ15で国際労働組合総連合
が提唱した概念で、持続可能
な形で気候変動に対応すると
いうコンセプト。GXを推進す
る上で、新たに生まれる産業
への労働移動を適切に進めて
いくことが重要。

用語解説

3月9日

統一地方選挙結果「自動車盗難対策法
案」

「組織犯罪厳罰化法
案」を提出 4月9・2

3日4月9・2
3日

5月12日5月12日

（都道府県・市区町村）



　　　いそざき議員は、
　第211回通常国会で国
民民主党の参議院国会対
策委員長を務めました。以
前（Vol.17、2018年）「議院運
営委員会」と「国会対策委員
会」の概要を紹介しました
が、今回は日々の仕事につ
いてTETSU学します。

すきまの時間は、党内外の関係者との電話連絡での調整に
追われているため、秘書との打ち合わせはおろか、まともに
昼食をとれないことも多くありました。文字通り分単位で日
程に追われる毎日でした。

Q.参議院国対委員長としての
  「いそざき議員」の印象は？
A.「辛いときこそ笑顔を絶やさない」がモットー
のいそざき議員ですが、それは国対委員長として
も同じです。大荒れ国会での国対委員長会談や
質問する議員の選任･調整、記者会見などに追わ
れる多忙な日々ですが、省庁の方や事務局に常
に笑顔でコミュニケーションをとっています。

Q.事務局スタッフから見た
    国対(国会対策委員会)とは？
A.国対とは与野党の攻防が繰り広
げられる国会でのいわば最前線基
地です。審議される法案や国会運
営に深く関与しており、指揮官で
ある国対委員長の周囲は大量の
情報と緊張感に満たされます。

各党の交渉窓口で、本会議
や各委員会審議の日程や
進め方など、与野党間や衆参両院間で交渉をすると同時に、所属する会
派をまとめ国会戦略の陣頭指揮をとる作戦本部。政策ごとに各委員会で
党派を超えて連携したり、牽制し合ったり、採決に向けた日程等の調整に
奔走します。非公式な機関でありながら、国会日程を実
質的に決める効力を有します。従って、国会に提出され
ているすべての法案や審議状況を常に把握し、情報を
アップデートし、党内をコントロールする役割が求めら
れます。同時に党内結束のための調整役や、問題となる
言動が起こらないように監督役も担います。

国対の仕事って
意外と知られて
いないんです！

参議院
国会対策委員長
ってどんな仕事？

第211回通常国会の主な役職

国対とは？
(国会対策委員会）

参議院国会対策委員長の主な仕事

国会開会中のいそざき議員
の一日（イメージ）

哲史の
TETSU学

参議院
・予算委員会 委員
 （オブザーバー理事）
・経済産業委員会 委員
 （オブザーバー理事）
・憲法審査会 委員

国民民主党
・副代表
・広報局長
・参議院国会対策委員長
・東京都連 会長
・広島県連 代表
・憲法調査会 事務局長
・エネルギー調査会 
 事務局長

今日は昼食時間
とれるかな･･･

今日も忙しそうだ
けど、チームいそ
ざきでガンバろう!!

会議名称
　参議院
議員総会

参議院
正副国対
役員会

党両院
議員総会

定例
記者会見

野党国対
委員長
会談(野国）

関係者と
の調整

8:00～9:00

　9:20～9:40

　9:40～9:55

　10:00～11:50

　12:00～12:30

　13:00～14:30

　14:40～15:00

　15:05～15:15

　15:30～15:45
　16:00～16:30

　16:30～17:30

　17:40～18:00

　18:30～20:00

党政務調査会
部門会議
　参議院正副
国対役員会
　参議院議員
総会
　参議院
本会議
　党両院議員
総会
　参議院
憲法審査会
　国会来訪労組
との懇談（国政
報告・意見交換）
　他党議員への法案
関連説明（根回し）
　省庁からのレクチャー
　質問取りレク（翌日
の委員会での質問
予定項目について
担当省庁へ説明）
　自動車産業の
未来を考える会
議員連盟 総会
　労組研修会での
国政報告（Web）
　会合に出席
 

参・議員会館内
 会議室
　参・党国対室

　参・党国対室

　参・国会本館
 本会議場　

衆・議員会館内
 会議室　

参・国会分館 
 委員会室
　参・議員会館内
 会議室

　他党議員事務所
　
いそざき議員
事務所
　いそざき議員
事務所（Web）

　参・議員会館内
会議室
　

いそざき議員
事務所（Web）
　永田町周辺

党

　党

　党

　参

　党

　参

　議

　参・議

　議
　議

　議

　議

　参

国民民主党参議院国
対委員会

事務局スタッフに聞
きました！

※「議」＝議員個人、「党」＝国民民主党、「参」＝参議院としての活動

時間　　　　　案件　　　　 　 属性  場所

実務概要
　参議院本会議開会前に、法案へ
の賛否の最終確認、国会情勢の
情報共有を行う党の会議体で、
国会運営の方針について説明

議員総会に先立ち、国対役員の
みで国会の動きについて情報
共有（※画像はイメージです）

党大会に次ぐ党の最高議決機
関である会議体で、参議院側の
動きを報告

毎週1回、参議院国対委員長と
してマスコミ対応

野党の国対委員長が集まり、与
党との交渉内容についての共
有や、意見交換を実施

他党・自党の国対関係者、党内
の各委員会責任者等々と頻繁
に情報共有および対応方法を
確認。繁忙時は、すきま時間も
常に電話中

1

2
3
4
5
6

1

2

3

4

5

6

あるときは
行司役を

あるときは裏方
の役割を！

参議院国会対策委員会事務局室の風景
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いそざき哲史事務所　〒100-8962 東京都千代田区永田町2-1-1 参議院議員会館1210号室 TEL 03-6550-1210 制作：株式会社アコー

各種会合（Web参加含
む）70件に参加しまし
た。国会見学は86件
の訪問をうけました。

いそざき哲史公式 YouTube チャンネル公式Webサイト 公式SNS i-connect
データ版

皆さんの代表として国会で
のリアルな論戦を配信中！

最新の活動状況を
発信中です!


